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 [要旨] 
最初のマウスのクローンは体細胞核移植によって作られたが、マウスにおけるクローニング効率は

未だ極めて低い。幾らかのヒストン脱アセチル化酵素(HDAC)の阻害剤(HDACi)、例えばトリコス
タチンA(TSA)やスクリプタイドといったものはマウスのクローン産仔作出効率を有意に上昇させ
るがそのメカニズムは分かっていない。今回我々は、他の2つのHDACiであるスベロイルアニリド
ヒドロキサム酸(SAHA)とオキサムフラチンが、TSAやスクリプタイドと同様明らかな異常を誘発
することなく有意に胚盤胞のアポトーシスの減少、産仔作出効率の向上及び体細胞核移植胚由来の

ES(ntES)細胞の系の樹立効率を向上させることを発見した。しかしながら、別のHDACiであるバ
ルプロ酸(VPA)にはそのような効果がないということも明らかとなった。SAHA、オキサムフラチ
ン、TSA及びスクリプタイドはクラスI及びIIaとIIbのHDAC阻害剤であるが、対するVPAはクラス
I及びIIaの阻害剤である。このことより、class IIb のHDACを阻害することがマウスの体細胞クロ
ーン作出効率に非常に重要であるということを示している。 


